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国別の宿泊客数では、台湾が対前年度比157.2％、韓国同188.7％、中国同137.7％と多
くの国で昨年度を大きく上回りました。東日本大震災や福島第一原発事故の影響で大幅
に減少した昨年度の反動増と考えられます。９月には函館-台北間の国際定期便が就航
し、台湾からの入込客数が大きく増加しました。
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『訪日外国人』
　日本以外の国に居住している者で、訪日の目的が報酬を得ることではない観光客。

『宿泊施設等』
　旅館業法に定めるホテル、旅館、簡易宿所及びキャンプ場

１　概況
　平成２４年度(平成２４年４月～平成２５年３月、以下同様)に管内を訪れた外国人の
宿泊客数は約１９万７千人で、対前年度比１５５．６％、実数にして約７万人の増加と
なりました。
　増加の要因としては、震災による入込数減の昨年からの反動増、９月の函館-台北定
期便就航が考えられます。

【外国人宿泊客数】

10,974 38,166

順位 国　　　名

平成２４年度（平成２４年４月～平成２５年３月）
渡島管内訪日外国人宿泊客数調査

渡島総合振興局産業振興部商工労働観光課
「訪日外国人宿泊客数調査」について

　本調査は、道が平成２２年２月に制定した「北海道観光入込客数調査要領」（「訪日外国
人観光客動態調査」（H9.2月制定）に準ずる）に基づき、各市町村の宿泊施設等における宿
泊外国人の「国別宿泊客数」及び「国別宿泊客延数」について、調査を実施しております。

○用語の定義

89,160 89,390

23年度 22年度

939
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増減人数
（H24-H23）

51,013
9,732

124.2%
312.6%1,756

△ 66
155.9%68,866
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１　訪日外国人宿泊客数の推移（月別）

２　国別宿泊客数・構成比

【参考資料】
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（単位：人） 訪日外国人宿泊客数 月別推移 
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台湾 

140,173 
71.2% 

韓国 

20,706 
10.5% 

中国 

10,531 
5.3% 

シンガポール 

6,901 
3.5% 

香港 

6,424 
3.3% 

タイ 

2,582 
1.3% 

アメリカ 

1,665 
0.8% 

マレーシア 

1,124 
0.6% 

その他 

6,768 
3.4% 

国名 

宿泊客数（人） 

構成比（％） 

全体（計） 

9


